
 

１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（島根２号機 

（３２５）） 

２．日 時：令和２年５月２５日１３時３０分～１５時４０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室（TV 会議システムを利用） 

４．出席者（※…TV 会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

新基準適合性審査チーム 

義崎管理官補佐、角谷安全審査官※、照井安全審査官 

 

事業者： 

中国電力株式会社 電源事業本部 担当部長 他１５名※ 

 

５．要旨 

（１）中国電力株式会社から、島根原子力発電所２号炉の設置許可基準規則等

への適合性のうち、重大事故等対策の有効性評価に関して、確率論的リ

スク評価（ＰＲＡ）・事故シーケンスグループ等の選定及び運転中の原

子炉における炉心損傷防止対策に係る有効性評価のコメント回答につ

いて、３月１８日及び５月２１日の提出資料に基づき説明があった。 

 

（２）原子力規制庁から、主に以下の点について説明等を求めた。 

【運転中の原子炉における炉心損傷防止対策に係る有効性評価コメント回答】 

○ ブローアウトパネル開放については、主蒸気管破断事故時のＰＣＶ外側

及び原子炉建屋４階の圧力挙動を示した上で、ＭＳトンネル室ブローア

ウトパネル及びオペフロブローアウトパネルの開放設定値に対する作

動値、開放順序を踏まえて圧力挙動を説明すること。 

 

（３）中国電力株式会社から、了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

関係資料：なし 

 


